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要 旨 死後画像診断（Autopsy imaging；Ai）は，CT（Computed tomography）の技術的
進歩や普及を背景として，およそこの20年間で広く用いられるようになった．日本は

欧米諸国と比べ異状死体に対する解剖率が著しく低い．また，昨今のコロナ禍の影響により減少
してしまった病理解剖を補うという意味でも，死因究明のために Ai の果たす役割は重要である．
Ai の利点としては，病理解剖と比較してコストや医療スタッフの身体的負担が少ない点が挙げ
られる．結果の判明までの時間が短い点もメリットである．病理解剖では最終的な診断確定に通
常 1 から数カ月程度要するのに対し，Ai は撮影した当日もしくは翌営業日には読影報告書が完
成する．迅速な結果判明により，患者遺族ならびに治療に携わった医療スタッフが納得を得るこ
とができるのが Ai の意義である．一方で，Ai による死因の解明には限界がある．現時点での Ai 
による死因判明率は30％前後と決して高くない．頭蓋内出血や大動脈破裂などの出血性病変に関
しては正確に評価できる反面，心筋梗塞や肺塞栓，内因性要因については画像での評価が難しい．
Ai による画像診断は発展途上であり，所見の評価，解釈について画像診断医間で意見が一致し
ないことがある点にも留意すべきである．本講演では，自施設におけるAi 撮影の実状について
も紹介し，病理解剖数が減少傾向を示す現状と，Ai に求められる役割と今後の展望についても
述べる．
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は じ め に

　死後画像診断（Autopsy imaging， Ai）とは，患
者の死因や死に関与した病態を調べる目的に，遺体
を用いて画像検査を行うことである．日本では，他
の先進国と比べ剖検率が著しく低い一方で，CT 撮
影装置が広く普及しているという背景から，Ai は

死因検索のための有効な手段である．本稿では，
Ai の概要，病理解剖との違い，画像診断において
評価できることや出来ないことを解説し，自施設で
ある国立病院機構九州医療センターにおけるAi 撮
影の実状についても紹介する．
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